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 要  旨 
設計の初期段階で製造，廃棄，リサイクルといった製品のライフサイクル全体を考慮し，企画，
設計，生産などの製品製造に関わる一連の工程を同時並行的に進めるコンカレントエンジニアリ
ング（CE）の概念が広がりつつある．CEは，設計の初期段階から設計の後半，さらには製品の
ライフサイクルにおいて問題となる課題を予め検討しておくことによって，その目標を達成しよ
うという概念であるが，そのためには各プロセスの設計者や担当者の意見を取り入れる必要があ
る．しかしながら，それぞれの主張の根拠などがあり，他部門の設計内容を理解し，協調するこ
とは容易ではない．これらの設計状況は設計者の役割を部門間の調整に変貌させ，設計者の本来
的役割である，目的とする仕様，機能に新しいアイデアを導出する業務に専念することを難しく
しているのが実情である． 
本研究は，設計者の作業負担を軽減し，概念設計あるいは初期設計段階での設計の本質である
アイデア創出に専念できるように，設計作業の効率を向上させることが可能な設計支援システム
の開発を目的とする． 
そのために，設計者に負担をかけず設計支援する手段として，設計者の代理となって仕事をす
るエージェント技術と，セットベース設計手法に設計者の意図を表現する選好度を用いることに
より，設計者の設計意図を踏まえた設計知識のネットワークを創成可能なシステムを提案する． 
 本研究で用いるシステムは，機械製品に関わる設計知識をエージェント化し，それらが自律的
に設計知識の入出力関係に基づいたネットワークを構築することで，設計知識間の競合の検出・
解消，性能の評価を自動的に行うシステムである．また，設計知識の内容を変更したり入れ替え
たりする場合も，設計知識をエージェント化しているため，柔軟に対処して，設計知識の入出力
関係に基づいたネットワークを再構築することで，機械製品の競合の検出・解消，性能の評価を
する． 
また，セットベース設計手法に設計者の意図を表現する選好度を用いることで，様々な概念設
計あるいは初期設計段階での設計解集合を効率的に検討する． 
本システムを手巻ウインチの設計に適用して，仕様の変更，初期条件の変更などの設定のもと
で，手巻ウインチの性能の評価を行い，システムの有効性を確認した． 
 
